
46　　　　　　　　　　　南極東クィーソモードラソド前進拠点における無人気観測

　れた低温での障害を避ける．

（2）データの圧縮性を高め16kBのままで1年分のデ

　ータが取れるようにする．

（3）電池の接続にコネクターを使用して，短絡などの

　事故を防ぐ．　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　また，みずほ基地は前進拠点よりも10。Cほど気

　温が高いので，風力発電機での保温をやめて，雪中

　に埋まった基地建物の保温性にまかせている．第29

　次隊との交代のとぎ（1988年1月）にデータは向収一

　される予定である．　　　　　　　　　’　　　，
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Polar　Ozone　Workshopのお知らせ

　極域オゾンの変動に対する観測及び理論の最近の知見

をまとめるため，右記によって国際研究集会が計画され

ております．興味のある方は連絡次第英文案内書をお送

りします。

　　　　　　　　　　　記

日時：1988年5月9～13目

場所：米国コロラド州アスペン

アブストラクト〆切：1988年2月28日

照介先：気象研究所　忠鉢　繁　0298－51－7111

　　　　　　　　　　　　　　　　（内線348）

科学技術総合シンポジウム開催のお知らせ

日時：昭和63年3月16日（水）～18日（金）

ところ：日経ホール
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　　　　（千代田区大手町1－9－5，TEL　O3－270－0251）

主催：科学技術庁
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